
市内中小企業の新たな発展モデルの

構築を目指す交流会
資料

「中小企業の雇用対策」



テーマに対する想い①
○少子高齢化による人材不足は、中小企業にも
例外なく多大な影響。今から取り組まないと間
に合わない。
○東都ラバーインダストリーでも人材不足は課題。
○また、従業員を育成するためには、仕事を続
けていくことが前提。その前提は確実ではない。
○地元工業高校の生徒が、市内中小企業に就
職していた時代はあった。今では？
○就職率は上がっている。＝地元中小企業へは
どうか。
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テーマに対する想い②
○地学地就
・高校や大学は、地域で必要とされる人材を育てる。
・地域で学び、地域で就職する。
・地域の学生に地域の中小企業を知ってもらって、
地元での就職を促す。

○地元学生の採用にあたりメリットと考えていること。＝前提に
つながる。
・職場に近いから止めない。
・学校とのつながりができ、優秀な人材を採用できる。

○確実にメリットを掴み取るために、取り組んでいること
・地元学生のインターンシップの受け入れ
・地元学生への優遇制度
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実現したい事
○実現したい事
自社の発展と地域への貢献を目的に、市内中小
企業が、有利に優秀な人材を地元から確保でき
る仕組みづくり
○街づくり、地域貢献につながることを自覚する。
・採用者が地域に住みつづける「きっかけ」づくり。
＝多くの人に選ばれる街
・市内での消費が創出される。
＝市民の所得が市外に流出することを防ぐ。
・市民に所得（給料）が生まれる。
＝地域の街づくりに活かされる。
○市内経済の好循環を創出する一助。
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テーマに関するデータ等の資料

■埼玉県内高校卒業者の進路
■川口市内高校卒業者の進路
■「川口若手ものづくり人材育成プロジェク
ト」の成果

■企業選びのポイント
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高校卒業者の進路状況
○川口市内
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5〔参照〕埼玉県・川口市 H30 統計書



市内５校進路実績

6〔参照〕各校 H29 進路調査 報告書
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「川口若手ものづくり人材育成プロジェクト」の成果

■概要
川口商工会議所を中心に、産業界と行政、教育機関が連携し
「地学地就」を目的に教育プログラムを実施。川口工業高校に
技術者を派遣する特別授業、インターンシップ、親子ものづくり
体験ツアーなどを実施。

■成果
・市内企業への就職者数の増加
・文部科学省・経済産業省共催「キャリア教育推進連携事業」表
彰において、平成２６年度の最優秀賞を受賞。
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企業選びのポイント

働きやすさ
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職場の雰囲気や人間関係

休暇制度が充実している

残業など所定外の勤務が少ない

希望地域で働ける、転勤がない

育児休業制度等の利用率が高い

労働時間が短い、働く日数が少ない

教育・研修制度などが充実している

各種評価制度を取得済み（働き安さなど）

能力が生かせ、やりがいがある

知名度や安定性、将来性が高い

社会から評価されている仕事である

自分を成長させることが期待できる

仕事を通じた自己実現や社会への貢献

最先端の技術を身につけられる

ボーナスや退職金制度が充実している

勤務した後も給与・賃金が安定している

給与（初任給）が他社よりも高い

離職率が低い

社内イベントが多い

福利厚生が充実している

資格等取得費用の助成制度がある

永年勤続などの表彰制度がある
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○３大分野 ○３大分野の具体的要素
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〔参照〕熊本労働局 H30 県内の高校生に実施した就職意識調査 結果報告書



テーマに関する意見交換

■疑問
○地元学生の採用のメリットは何なのか。改めて聞きたい。
・中小企業は、地元学生を採用しているのか。

○地元学生は、地域の中小企業を知っていると思うか。

【参加企業の採用の現状と課題について】
・
・
【地元採用について】
・
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行動に移すための必要な準備

【行政の取り組みを知る】
・川口市
・埼玉県
・ハローワーク
・産業支援機関
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行政の取り組み

 労働行政施策
１．若者就職支援
２．合同企業面接会
３．求職者開拓現地訪問事業
４．県内主要高等学校進路指導担当教諭と
市内企業との意見交換会

 新規高等学校卒業者の採用について
（厚生労働省 埼玉労働局）
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国、埼玉県、川口市

埼玉県、川口市、蕨市、戸田市

国、川口市、商工会議所

川口市、商工会議所



１．若者就職支援

国・県・市の担当窓口 取扱内容 利用者数 １日当たり 就業者数

国
ハローワーク
プラザ川口

職業紹介・職業相談 23,337 86 946

県
若者自立支援
センター埼玉

若年無業者や進路に悩む若者の就
業活動支援

3,067 10.5 136

市 セミナールーム
求職者のキャリアアップを目指すた
めに講座を開催し専門講師が支援

1,592 13.7
(1回当たり)

60
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労働行政施策

＜取扱状況（平成29年度）＞

国、埼玉県、川口市

若者を主とした求職者に対し、相談から職業紹介までを国・県・市の３者連携によるワンストップで就職支援を行う
「川口若者ゆめワーク」を開設している。

２．合同企業面接会

実施日 会 場 対 象 内 容
参加

企業数
参加者数 就業者数

9月26日
川口駅前
市民ホール
(フレンディア)

平成30年3月大学等
を卒業予定者

及び40歳未満の既
卒者

企業PRタイム
各企業ブース面談

相談コーナー

41社 84人 ６人

12月12日 38社 78人 ２人

2月6日 40社 43人 ２人

中小企業と求職者のマッチングの機会を増やし、企業の人材確保に貢献するとともに若年者の定住化に資す
ることを目的に、埼玉県と川口市・戸田市・蕨市等が合同で開催した。

＜開催結果（平成29年度）＞

埼玉県、川口市、蕨市、戸田市



13

市内、県内近隣及び東京地区の高等学校の中から、市内企業への過去の送出実績の高い学校の進路指導主事
等を招き、川口についての認識を深めてもらい、もって市内企業への若年労働力（新規学卒者）の確保を図ることを
目的に開催した。

４．県内主要高等学校進路指導担当教諭と市内企業との意見交換会

No 学 校 名 No Ｎｏ 学 校 名

1 県立大宮工業高等学校 7 県立久喜工業高等学校 13 県立越谷総合技術高等学校

2 県立鳩ヶ谷高等学校 8 県立八潮南高等学校 14 県立浦和商業高等学校

3 県立和光高等学校 9 私立叡明高等学校 15 県立川口青陵高等学校

4 県立戸田翔陽高等学校 10 都立練馬工業高等学校 16 県立川口工業高等学校(定時制）

5 県立草加西高等学校 11 県立川口工業高等学校 17 都立足立工業高等学校

6 県立いずみ高等学校 12 県立三郷工業技術高等学校

＜意見交換会参加校一覧＞ 平成30年5月30日 実施

市内事業所の求人票を掲載した「川口市内企業求人情報」を県内はじめ、都内一部の高等学校等に持参
するなど、若年労働者の確保に努めた。

３．求職者開拓現地訪問事業

訪問月 訪問校数 訪問者

平成30年7月 37校 川口商工会議所雇用対策委員会の委員・幹事、

川口市及び川口公共職業安定所の職員３０名が訪問

＜開催結果＞
（平成30年度）

労働行政施策
国、川口市、商工会議所

川口市
商工会議所
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まとめ
【参加企業の採用の現状と課題について】
・

・

【地元採用について】
・地元採用が良いか、悪いか

・どんな人材を求めているか など

【今後の展開について】
・採用までの具体的な行動スケジュール作成

・ターゲットの絞込み、市内高校へのアプローチ方法、新卒者に自社を

知ってもらえるような取組の検討

・就職したい中小企業とはどういった企業か検討
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